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特別史跡　旧閑谷学校

特
別
史
跡
　
旧
閑
谷
学
校

　

今
か
ら
約
３
６
０
年
前
の
寛
文
６（
１
６
６
６
）年
、
岡
山

藩
主
池
田
光
政
は
、
閑
谷
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
祖

先
の
お
墓
を
造
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
山
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
雰
囲
気
が
気
に
入
り
、
学
校
を
建
て
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
年
後
の
寛
文
10（
１
６
７
０
）年
、
家
来
の
津

田
永
忠
に
命
じ
て
学
校
の
建
築
が
は
じ
ま
り
、
約
30
年
を
か

け
て
現
在
の
よ
う
な
閑
谷
学
校
の
姿
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

【
閑
谷
学
校
の
沿
革
】

寛 

文
６（
１
６
６
６
）年　

岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
和
気
郡
木

谷
村
延
原
（
後
に
閑
谷
）
を
視
察

寛 

文
10（
１
６
７
０
）年　

池
田
光
政
が
津
田
永
忠
に
命
じ
閑

谷
学
校
を
創
立

延 

宝
元（
１
６
７
３
）年　

講
堂
（
旧
）
が
完
成
し
、
池
田
光

政
が
視
察
。
翌
年
、
聖
堂
（
旧
）
が
完
成

貞
享
元（
１
６
８
４
）年　

新
聖
堂
（
大
成
殿
）
が
完
成

貞 

享
３（
１
６
８
６
）年　

初
め
て
釈
菜
が
挙
行
さ
れ
た
。
東

御
堂
（
後
の
芳
烈
祠
、
現
在
の
閑
谷
神
社
）
完
成
。

元 

禄
14（
１
７
０
１
）年　

聖
像（
孔
子
像
）が
で
き
、
大
成
殿

に
安
置
。
石
塀
着
工
。備
前
焼
瓦
葺
の
新
講
堂
が
完
成
。

元 

禄
15（
１
７
０
２
）年　

御
納
所
・
椿
山
が
造
ら
れ
、
光
政

の
髪
・
爪
が
納
め
ら
れ
た
。

宝 

永
元（
１
７
０
４
）
年　

芳
烈
公
の
金
銅
坐
像
（
光
政
像
）

が
鋳
造
さ
れ
、
芳
烈
祠
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

明 

治
３（
１
８
７
０
）
年　

藩
政
改
革
に
よ
り
閑
谷
学
校
廃

校
、
岡
山
学
校
に
併
合

明 

治
６（
１
８
７
３
）年　

中
川
横
太
郎
、
岡
本
巍
ら
の
発
意

に
よ
り
山
田
方
谷
が
教
授
役
に
招
か
れ
閑
谷
学
校
（
閑
谷

精
舎
）
再
興

明 

治
17（
１
８
８
４
）年　

西
毅
一
を
教
頭
（
後
に
黌
長
）
と

し
て
閑
谷
黌
を
開
校

大 

正
10（
１
９
２
１
）年　

岡
山
県
に
移
管
さ
れ
、
岡
山
県
閑

谷
中
学
校
と
な
る
。

昭 

和
23（
１
９
４
８
）年　

学
制
改
革
に
伴
い
、
閑
谷
中
学
は

岡
山
県
立
閑
谷
高
等
学
校
と
な
る
。

昭 

和
25（
１
９
５
０
）
年　

文
化
財
保
護
法
の
制
定
。
講
堂
、

聖
廟
、
神
社
等
25
棟
が
重
要
文
化
財
に
指
定

昭
和
28（
１
９
５
３
）年　

講
堂
が
国
宝
に
指
定

昭
和
29（
１
９
５
４
）年　

特
別
史
跡
に
指
定

昭 

和
40（
１
９
６
５
）年　

岡
山
県
立
和
気
高
等
学
校
を
岡
山

県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
に
改
称

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
開
設

平 

成
３（
１
９
９
１
）年　

教
育
セ
ン
タ
ー
新
設
。
旧
教
育
セ

ン
タ
ー
を
資
料
館
に
改
修

　

旧
閑
谷
学
校
は
平
成
27（
１
９
９
５
）年
、
茨
城
県
水
戸
市

の
「
旧
弘
道
館
」、
栃
木
県
足
利
市
の
「
足
利
学
校
跡
」、
大

分
県
日
田
市
の
「
咸
宜
園
跡
」
と
と
も
に
、「
近
世
日
本
の

教
育
遺
産
群　

―
学
ぶ
心
・
礼
節
の
本
源
―
」
と
し
て
日
本

遺
産
の
第
１
号
に
認
定
さ
れ
、
現
在
は
４
市
連
携
し
て
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
３
５
０
年
も
前
、
池
田
光
政
が
閑
谷
学
校
を
創
っ

た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
学
問
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

～
閑
谷
学
校
っ
て
ど
ん
な
学
校
？
～

　

閑
谷
学
校
で
は
、
学
房
と
い
う
教
室
で
、
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
字
を
習
っ
た
り
、
大
き
な
声
で
本
を
読
む
な
ど
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
、
六
日
、
十
一
日
、

十
六
日
な
ど
一
と
六
の
つ
く
日
に
、
一
番
大
き
な
講
堂
で
、

偉
い
先
生
の
特
別
な
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閑
谷
学
校
ま
で
が
遠
く
て
続
け
て
通
え
な
い
人
の

た
め
に
月
に
一
度
、
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
授
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
閑
谷
学
校
の
先
生
た
ち
も
外
に
出
か
け
て
授
業
を
し

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
、
勉
強
す
る
大
切
さ
を
知
っ
た
の
で
す
。

閑
谷
学
校
の
時
間
割

「
備
陽
国
学
記
録
」（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館　

池
田
家
文
書
）

文
化
11
年
条
か
ら
作
成

7時～ 10時～ 12時～ 13時～ 16時～ 18～22時

1･ ６が

付く日

自習

（講堂）四書の講釈

（習字所）習字 ･ 素読の復習
自習

休憩

など
自習

2･ ７が

付く日

（習字所）習字清書、素読

の復習

３･ ８が

付く日

（習字所）

習字・素読
自習

（習芸斎）五経などの講釈

講義実習、一人ずつ素読

４･ ９が

付く日

（習字所）

習字・素読
自習

その他

の日
お休み・沐浴
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※ 
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら
６
時
ご
ろ
の
休
憩
時
間
を
除
い
て
、

朝
７
時
ご
ろ
か
ら
夜
10
時
頃
ま
で
寸
暇
な
く
勉
強
す
る
よ

う
に
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

※ 

学
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
５
日
が
１
つ
の
単
位
と
な
っ
て

お
り
、４
日
間
の
学
習
の
後
、５
日
目
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

閑
谷
学
校
の
教
育
の
中
心
は
儒
学
で
す
。

　

入
学
す
る
と
、ま
ず
習
字
と
四
書
五
経
の
素
読
を
行
い
ま
す
。

　

四
書
…
「
論
語
」「
大
学
」「
中
庸
」「
孟
子
」

　

五
経
…
「
易
経
」「
詩
経
」「
書
経
」「
礼
記
」「
春
秋
」

閑
谷
学
校
で
の
勉
強

　

閑
谷
学
校
の
授
業
で
は
『
論
語
』
な
ど
の
『
儒
学
』
が
教

え
ら
れ
ま
し
た
。『
儒
学
』
と
は
孔
子
の
教
え
を
も
と
に
し

た
学
問
で
す
。
孔
子
は
、
今
か
ら
２
５
０
０
年
ほ
ど
前
に
中

国
（
山
東
省
曲
阜
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
中
国
は

世
の
中
が
大
変
乱
れ
て
い
ま
し
た
。
孔
子
は
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
世
の
中
を
作
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
を
考
え
ま
し
た
。
力
で
相
手
を
抑
え
込
む
の
で
は
な
く
、

人
間
と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
す

ば
ら
し
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
『
儒
学
』

の
教
え
は
１
７
０
０
年
ほ
ど
前
に
日
本
に
伝
わ
り
、
寛
政
９

（
１
７
９
７
）年
に
寛
政
異
学
の
禁
が
通
達
さ
れ
、
昌
平
坂
学

問
所
が
幕
府
直
轄
の
学
府
と
な
っ
て
以
降
、
諸
藩
に
次
々
と

藩
校
が
開
か
れ
、
日
本
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

岡
山
藩
で
、
藩
校
が
寛
文
９（
１
６
６
９
）年
、
閑
谷
学
校

が
寛
文
10（
１
６
７
０
）
年
に
開
校
さ
れ
た
の
は
先
駆
的
で

あ
っ
た
の
で
す
。

儒
学
の
教
え

　

『
儒
学
』
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
教
え
は
「
仁
」
や
「
礼
」

で
す
。
こ
れ
は「
相
手
を
思
い
や
る
心
や
態
度
」の
こ
と
で
す
。

『
論
語
』
の
中
に
も
多
く
出
て
き
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も

の
が
「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、人
に
施
す
こ
と
勿
（
な
か
）
れ
」

（
自
分
に
し
て
欲
し
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
し
て
は
い
け
な

い
）で
す
。そ
し
て
、孔
子
が
亡
く
な
っ
た
後
、孔
子
の
教
え
を

弟
子
た
ち
が
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
論
語
』
で
す
。

『
論
語
』
の
中
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
教
え
は
現
代
を
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

「
仁
」：
人
を
思
い
や
る
心

「
義
」：
人
と
し
て
の
正
し
い
道

「
礼
」：
人
と
人
が
調
和
し
て
生
き
る
こ
と

「
智
」：
人
が
身
に
着
け
る
知
識
や
知
恵

「
信
」：
約
束
を
守
る
誠
実
さ

　

孔
子
は
、
仁
と
礼
を
と
も
に
兼
ね
備
え
た
あ
り
よ
う
を
人

間
の
理
想
と
し
ま
し
た

熊
沢
蕃
山
と
池
田
光
政

　

池
田
光
政
は
、
姫
路
藩
主
、
鳥
取
藩
主
を
へ
て
寛
永
９

（
１
６
３
２
）年
、
24
歳
の
時
に
岡
山
藩
主
に
な
り
ま
し
た
。

　

光
政
は
と
て
も
勉
強
が
好
き
で
、「
儒
学
」
も
し
っ
か
り

勉
強
し
、
人
々
の
こ
と
を
一
番
大
切
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
岡
山
で
は
人
々
が
飢
え
に
苦
し
ん
だ
り
洪
水
に

あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
光
政
は
人
々
を
助
け
た

の
で
、
優
れ
た
藩
主
で
あ
る
「
名
君
」
と
み
ん
な
に
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　

熊
沢
蕃
山
は
、
16
歳
の
時
、
岡
山
藩
に
仕
え
、
一
生
懸
命

武
芸
に
励
ん
で
い
た
こ
と
で
光
政
に
大
変
気
に
入
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
蕃
山
は
、
武
芸
だ
け
で
は
な
く
学
問
も
必
要

な
時
代
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
岡
山
藩
を
や

め
、
現
在
の
滋
賀
県
に
住
ん
で
い
た
儒
学
者
の
中
江
藤
樹

の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
「
陽
明
学
」
の

「
知
る
こ
と
と
実
行
す
る
こ
と
は
一
つ
で
あ
る
（
知
行
合
一
）」

と
い
う
考
え
を
政
治
に
活
か
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

正
保
２（
１
６
４
５
）年
、
29
歳
の
時
に
再
び
光
政
に
仕
え

た
蕃
山
は
、「
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を
、
岡
山
の
た

め
に
役
立
て
た
い
！
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
一
方
、
光
政

も
「
よ
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
政
治
を
行
う
武

士
が
勉
強
す
る
場
所
が
必
要
だ
。」
と
考
え
、
岡
山
の
お
城

近
く
に
武
士
の
た
め
の
交
流
の
場
で
あ
る
「
花
畠
教
場
」
を

つ
く
り
ま
し
た
。
陽
明
学
を
政
治
に
活
か
す
こ
と
は
幕
府
か

ら
よ
く
思
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
藩
校

や
閑
谷
学
校
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
岡
山
藩
の

教
育
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
津
田
永
忠

　

 　

津
田
永
忠
は
、
土
木
技
術
に
非
常
に
優
れ
て
い
た
の
で
、

岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
や
そ
の
息
子
・
綱
政
の
命
を
受
け

て
庶
民
の
た
め
の
閑
谷
学
校
や
日
本
三
名
園
の
一
つ
後
楽

園
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
岡
山
城
下
を
洪
水

か
ら
守
る
た
め
に
百
間
川
を
つ
く
っ
た
り
、
海
に
堤
防
を

築
い
て
新
し
い
田
や
畑
を
開
き
、
そ
こ
に
水
を
そ
そ
ぐ
た

め
の
用
水
路
も
つ
く
り
ま
し
た
。
津
田
永
忠
は
、
光
政
か

ら
「
国
中
に
並
ぶ
も
の
が
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
優

秀
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
大
切
な
仕
事
を
任
さ
れ
、
岡

山
発
展
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

 　

永
忠
は
、
年
を
と
る
と
、
閑
谷
学
校
の
近
く
に
住
ん
で
、

学
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

津田永忠宅跡（閑谷）
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特別史跡　旧閑谷学校

閑
谷
学
校
の
建
物

　

閑
谷
学
校
は
、
津
田
永
忠
が
つ
く
っ
た
代
表
的
な
建
造
物

の
ひ
と
つ
で
す
。
閑
谷
学
校
が
完
成
し
た
時
に
は
池
田
光
政

は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
光
政
の
思
い
を
く
ん

で
現
在
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
建
物
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

建
物
の
屋
根
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
備
前
焼
の
瓦
を
ふ

き
、
床
や
柱
に
は
欅
や
檜
の
材
木
を
用
い
、
建
物
の
基
礎
部

分
や
学
校
を
取
り
巻
く
塀
に
は
頑
丈
な
石
を
使
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
講
堂
・
聖
廟
・
泮
池
な
ど
儒
学
を
学
ぶ
た
め
に
必

要
な
施
設
が
す
べ
て
整
っ
て
い
ま
す
。

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
に
は
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
―
学
ぶ
心
・
礼
節
の
本

源
―
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
閑
谷
学
校
は
標
高
２
２
０
ｍ
程
の
丘
陵
の
南
斜
面
に
延

長
約
７
６
５
ｍ
の
石
塀
を
め
ぐ
ら
せ
て
校
地
を
画
し
、
そ
の

南
の
茶
畑
跡
と
泮
池
一
帯
が
旧
閑
谷
学
校
と
し
て
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
そ
の
東
隣
の
椿
山
及
び
東
方

の
黄
葉
亭
、津
田
永
忠
宅
跡
、学
校
の
南
１
㎞
地
点
に
あ
る
学

校
の
入
口
門
で
あ
る
石
門
が
附
属
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

孔
子
の
お
祭
り
『
釈
菜
』

　

旧
閑
谷
学
校
に
は
、
儒
学
に
傾
倒
し
た
藩
主
光
政
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
儒
学
の
祖
・
孔
子
を
祀
る
聖
廟
（
聖
堂
）
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
聖
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
孔
子
像
に
供
物
を
捧

げ
、
孔
子
の
徳
を
称
え
る
行
事
が
「
釈
菜
」
で
す
。

 　

旧
閑
谷
学
校
の
釈
菜
は
、
貞
享
３（
１
６
８
６
）年
８
月
５

日
、
津
田
永
忠
、
小
原
大
丈
軒
ら
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た

の
を
初
め
と
し
て
閑
谷
の
地
で
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。

　

明
治
３（
１
８
７
０
）年
、
学
校
閉
鎖
に
伴
い
一
旦
途
絶
え

ま
し
た
が
、
大
正
４（
１
９
１
５
）年
10
月
に
復
活
、
現
在
も

毎
年
10
月
第
４
土
曜
日
に
行
わ
れ
「
最
も
慎
ま
し
や
か
で
最

も
厳
粛
」
と
評
さ
れ
る
旧
閑
谷
学
校
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

孔
子
を
祀
る
聖
廟
を
開
帳
し
、
供
え
物
や
漢
詩
を
捧
げ
る

「
大
成
殿
の
儀
」、国
宝
の
講
堂
で
論
語
を
学
ぶ
「
講
堂
の
儀
」、

孔
子
像
の
前
か
ら
下
げ
た
お
供
え
物
を
参
加
者
で
分
か
ち
合

う
「
分
胙
の
儀
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
の
教
職
員
が
祭

官
を
務
め
、
棗
、
栗
や
鶏
肉
な
ど
５
種
類
の
品
が
供
え
ら
れ

た
後
に
、
香
が
焚
か
れ
、
お
酒
が
地
面
に
注
が
れ
ま
す
。
次

に
孔
子
の
教
え
や
行
い
の
す
ば
ら
し
さ
を
褒
め
称
え
る
献
詩

が
読
ま
れ
ま
す
。
令
和
２
年
は
、
閑
谷
学
校
創
学
３
５
０
年

の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
祭
官
等
が
裃
（
か
み
し
も
）
を

着
て
江
戸
時
代
の
様
子
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

備
前
市
は
、
茨
城
県
水
戸
市
、
栃
木
県
足
利
市
、
大
分
県

日
田
市
と
組
ん
で
、「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
―
学
ぶ
心
・

礼
節
の
本
源
―
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
平
成
27
年
に
日

本
遺
産
第
１
号
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。「
釈
菜
」は
、

そ
の
構
成
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
藩
置
県
で
閑
谷
学
校
は
、
池
田
家
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
閑
谷
精
舎
、
閑
谷
黌
、
閑
谷
中
学
と
教
育
の
伝
統

は
脈
々
と
続
き
、
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
校
に
継
承
さ
れ
、

現
在
は
、
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
の
保
護
・
活
用
と
健
全
な

青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
岡

山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
に
お
い
て
、
国
宝
の

講
堂
を
活
用
し
た
論
語
体
験
や
、
３
０
０
年
以
上
も
持
続
す

る
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
の
様
々
な
工
夫
を
探
訪
す
る
文
化

体
験
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

閑
谷
学
校
の
危
機
と
再
興

　

明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
・
学
校
令
の
施
行
な
ど
の
大
改
革

の
中
で
、
す
べ
て
の
藩
校
が
閉
鎖
さ
れ
廃
校
に
な
り
ま
す
。

　

閑
谷
学
校
は
、
日
本
で
最
も
古
い
庶
民
の
た
め
の
学
校
で

あ
り
、
今
も
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
た
め
、
ほ

と
ん
ど
の
建
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
、
中
で
も
講
堂
は
国

釈菜「大成殿の儀」

昭和61年頃の閑谷学校全景（出典：岡山県立記録資料館）
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江
戸
時
代
に
約
２
０
０
年
間
続
い
た
閑
谷
学
校
も
、
明
治
３

（
１
８
７
０
）年
閉
鎖
に
な
り
、
閑
谷
学
校
の
土
地
や
建
物
は

明
治
の
新
政
府
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
旧
岡
山
藩
士
の
人
々
や
地
域
の
人
々
が
閑
谷
学

校
の
再
開
に
立
ち
上
が
り
、
土
地
や
建
物
の
払
い
下
げ
を
明

治
政
府
に
願
い
出
る
と
と
も
に
、
儒
学
者
で
詩
人
の
山
田
方

谷
先
生
を
招
き
、『
閑
谷
精
舎
（
し
ょ
う
じ
ゃ
）』
と
し
て
再

興
（
明
治
６（
１
８
７
３
）
年
）。
数
年
後
、
閑
谷
精
舎
は
閉

鎖
に
な
り
ま
し
た
が
、地
域
の
人
た
ち
の
力
で
『
閑
谷
黌
（
こ

う
）』
と
し
て
再
興
（
明
治
17（
１
８
８
４
）年
）。
教
頭
（
後

に
黌
長
）
に
は
、
西
毅
一
先
生
が
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

旧
制
中
学
校
、
新
制
高
等
学
校
と
し
て
歴
史
は
続
き
、
現
在

は
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
や
岡
山
県
青
少
年
教
育
セ

ン
タ
ー
閑
谷
学
校
が
そ
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
山
田
　
方
谷

　

 　

備
中
松
山
藩
の
藩
政
改
革
で
有
名
で
す
が
、
閑
谷
学
校

を
再
興
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
旧
岡
山
藩
士
ら
は
、

方
谷
を
迎
え
て
岡
山
に
学
校
を
設
け
る
こ
と
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
方
谷
が
閑
谷
学
校
の
再
興
を
提

案
し
ま
し
た
。
69
歳
の
高
齢
で
小
阪
部
塾
（
新
見
市
）
を

か
か
え
て
い
た
た
め
、
春
・
秋
２
回
、
各
々
１
～
２
か
月

ほ
ど
来
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
校
当
時
、
生
徒

は
20
人
程
度
で
し
た
が
、
翌
年
に
は
１
０
０
人
近
く
ま
で

増
え
ま
し
た
。

　
西
　
毅
一
（
薇
山
）

　

 　

明
治
14
（
１
８
８
１
）
年
、
閑
谷
保
黌
会
を
設
立
し
て
募

金
活
動
に
乗
り
出
し
、
同
17
（
１
８
８
４
）
年
８
月
、
閑
谷

黌
と
し
て
開
学
を
果
た
し
ま
す
。
妻
と
二
人
の
娘
を
伴
い
、

一
家
を
挙
げ
て
岡
山
か
ら
移
住
。
以
来
、
亡
く
な
る
ま
で

の
20
年
間
、
教
頭
、
初
代
黌
長
、
最
後
は
私
立
閑
谷
中
学

校
の
校
長
と
し
て
、
再
興
に
身
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

閑
谷
学
校
ゆ
か
り
の
人
々

　

江
戸
時
代
に
は
多
く
の
人
が
閑
谷
学
校
で
学
び
、
地
域
や

日
本
を
支
え
る
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
播
磨
国
（
現
兵
庫
県
上
郡
町
）
の
出
身
、
閑
谷

学
校
で
５
年
間
勉
強
し
た
大
鳥
圭
介
は
、
幕
臣
と
な
り
戊
辰

戦
争
で
五
稜
郭
を
占
拠
し
、
新
政
府
軍
と
戦
い
、
敗
れ
、
と

ら
わ
れ
ま
す
が
、
維
新
後
は
許
さ
れ
工
部
大
学
校
（
東
京
大

学
工
学
部
の
前
身
）
校
長
や
学
習
院
院
長
、
清
国
公
使
な
ど
、

明
治
新
政
府
の
要
職
を
つ
と
め
、
明
治
の
近
代
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
閑
谷
学
校
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ
『
閑
谷
黌
（
こ
う
）』
や
、
そ
の
後
の
旧
制
中
学
校
で

学
ん
だ
人
の
中
に
も
、
多
く
の
著
名
人
が
い
ま
す
。

　

大
原
美
術
館
の
設
立
者
で
あ
り
倉
敷
の
基
礎
を
築
い
た
大

原
孫
三
郎
は
、
明
治
27（
１
８
９
４
）年
閑
谷
黌
に
入
学
し
て

い
ま
す
。

　

広
く
愛
唱
さ
れ
る
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
作
詞
し
た
三
木

露
風
は
、
15
歳
の
時
に
兵
庫
県
立
竜
野
中
学
か
ら
閑
谷
黌
の

三
年
生
に
転
校
し
て
い
ま
す
。

閑
谷
学
校
資
料
館
（
旧
閑
谷
中
学
校
本
館
）

　

現
在
の
閑
谷
学
校
資
料
館
の
建
物
は
、
岡
山
県
技
術
職
員

と
し
て
活
躍
し
た
江
川
三
郎
八
に
よ
る
明
治
擬
洋
風
建
築
の

校
舎
で
、
国
の
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
閑
谷
中
学
校
の
校
舎
で
（
正
確
に
は
、
閑

谷
学
校
が
私
立
閑
谷
中
学
校
と
な
っ
て
２
年
後
、
明
治
38

（
１
９
０
５
）
年
２
月
に
完
成
）、
当
時
は
初
代
校
長
の
西
毅

一
（
薇
山
）
の
志
を
継
い
だ
岡
本
巍
が
校
長
に
就
任
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
県
閑
谷
中
学
校
、
戦
後
に
は
岡
山

県
立
閑
谷
高
等
学
校
、
岡
山
県
立
和
気
高
等
学
校
閑
谷
校
舎

と
な
り
、
昭
和
39（
１
９
６
４
）年
本
荘
校
舎
へ
の
統
合
に
よ

り
閑
谷
校
舎
の
学
校
と
し
て
の
役
割
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。
資

料
館
の
建
物
に
は
幾
多
の
生
徒
た
ち
の
歴
史
が
詰
め
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

西　毅一（薇山）

山田方谷

(出典：近代日本人の肖像)

大鳥圭介

(出典：近代日本人の肖像)
三木露風

(出典：近代日本人の肖像)
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小
説
・
随
筆
・
戯
曲
な
ど
数
多
く
の
本
を
出
版
し
て
文
化

勲
章
を
受
賞
し
た
正
宗
白
鳥
は
、
現
備
前
市
穂
浪
の
生
ま
れ

で
、
明
治
25（
１
８
９
２
）年
閑
谷
黌
に
入
学
し
、
漢
学
と
英

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　「
西
風
の
凪
い
だ
後
入
江
は
鏡
の
よ
う
で

 
漁
船
や
肥
舟
は
眠
り
を
促
す
よ
う
な
艪
の
音
を
立
て
た
」

 
正
宗
白
鳥

　

備
前
焼
作
家
で
人
間
国
宝
に
な
っ
た
藤
原
啓
は
、
私
立
中

学
閑
谷
黌
に
進
学
。
中
退
し
て
上
京
し
、
文
学
、
演
劇
、
絵
画
、

音
楽
に
も
傾
倒
し
た
後
、
38
歳
で
帰
郷
し
、
翌
年
備
前
焼
作

家
と
な
り
、
人
間
国
宝
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

直
木
賞
作
家
で
多
く
の
作
品
が
ド
ラ
マ
・
映
画
化
さ
れ
た

藤
原
審
爾
は
、
幼
少
期
に
両
親
を
失
く
し
、
父
の
郷
里
備
前

市
片
上
で
祖
母
に
育
て
ら
れ
な
が
ら
私
立
中
学
閑
谷
黌
に
入

学
し
て
い
ま
す
。

　「
う
る
さ
け
れ
ど
も
親
に
ま
さ
る
も
の
は
な
し
」

 

藤
原
審
爾

正宗白鳥

(出典：近代日本人の肖像)

藤原審爾

特別史跡　旧閑谷学校

旧
閑
谷
学
校
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
、

　
な
ぜ
世
界
遺
産
を
目
指
し
て
い
る
の
か

現
存
す
る
学
び
舎

　

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
旧
閑
谷
学
校
は
「
本
物
が
そ
こ
に

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
宝
の
講
堂
な
ど
建
物
、
石
塀
が

ほ
ぼ
建
て
ら
れ
た
当
時
の
姿
で
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
間
、
政
治
・
経
済
的
な
要
因
で
取
り
壊
し
の
危
機
に
直
面

し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
英
知
で
存
続
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
時
と
と
も
に
教
育
制
度
は
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
変
化

に
合
わ
せ
て
、
現
在
ま
で
学
び
の
施
設
と
し
て
機
能
し
て
き
た

こ
と
も
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を

単
独
で
考
え
た
の
で
は
な
く
、
学
校
が
あ
る
閑
谷
新
田
村
の
中

に
学
田
・
学
林
を
作
り
、
隣
接
す
る
井
田
村
に
も
中
国
周
代

の
統
治
制
度
を
用
い
た
干
拓
地
を
作
っ
て
学
校
経
営
に
当
た
り

ま
し
た
。学
校
運
営
を
支
え
る
財
政
基
盤
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
、

閑
谷
学
校
に
永
続
性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
理
由
で
す
。

先
進
的
な
教
育

　

閑
谷
学
校
が
創
立
さ
れ
た
頃
は
、
特
権
的
な
階
級
の
た
め

の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
村
方
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
な
ど
庶
民
の
学
び
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
武
士
階

級
や
他
地
域
の
子
弟
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。
開
校
当
初
は
学

び
の
徒
も
集
ま
ら
ず
、
池
田
光
政
の
理
想
と
は
か
け
離
れ
た

様
子
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
学
校
の
学
び
や
運
営
に
庶
民
出

身
者
を
登
用
す
る
な
ど
、
文
化
・
文
政
期
（
１
８
０
４
年
～

１
８
３
０
年
）
に
は
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
学

び
の
機
会
を
与
え
、
し
か
も
村
方
の
リ
ー
ダ
ー
の
学
び
の
意

欲
を
運
営
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
と
い
う
、
二
つ
の
点
で
先

進
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
学
び
」
の
原
理
と
世
界
遺
産

　

現
代
は
学
校
教
育
の
問
い
直
し
が
様
々
な
場
面
で
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
学
校
教
育
が
、
西
洋
近
代
の
原

理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
一
方
、
こ
れ
と
は
異
な
る
儒
学
に

基
づ
く
東
ア
ジ
ア
の
学
問
や
学
び
の
普
遍
性
を
閑
谷
学
校
の

将
来
性
や
可
能
性
の
中
に
発
見
で
き
る
と
も
説
明
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
世
界
遺
産
と
し
て
旧
閑
谷
学
校
を
発
信
す
る
意

義
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

旧
閑
谷
学
校
の
建
物
・
構
造
物
に
は
機
能
を
超
え
た
強
固

さ
、
精
緻
な
技
巧
、
適
確
な
運
営
管
理
の
た
め
の
工
夫
が
様
々

見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
旧
閑
谷
学
校
の
永
続

性
を
願
う
創
立
者
の
理
想
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
機
能
性
の

高
さ
に
呼
応
す
る
趣
向
の
質
の
高
さ
、
周
辺
の
自
然
の
美
し

さ
と
調
和
す
る
建
物
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
旧
閑
谷
学
校
に

は
芸
術
性
が
あ
り
ま
す
。

自
然
と
の
共
生

　

最
後
は
自
然
と
の
共
生
で
す
。
地
球
規
模
で
物
事
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
現
代
、
人
類
は
「
持
続
可
能
な
世

界
を
つ
く
る
た
め
」
に
は
何
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
現

代
の
人
類
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
自
発
的
な
学
び
に
基
づ
く
教
育
、

自
然
と
の
共
生
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
具
体

的
な
場
所
と
し
て
、
旧
閑
谷
学
校
は
相
応
し
い
も
の
で
す
。

〔
引
用
元
〕

　

令
和
２
年
度
広
報
び
ぜ
ん
「
閑
谷
学
校　

創
学
３
５
０
年
」

藤原　啓
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【
余
話
】

　

閑
谷
学
校
資
料
館
に
、
六
面
三
双
の
屏
風
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
６
８
０
年
頃
閑
谷
学
校
の
教
授
役
を

務
め
た
、
小
原
大
丈
軒
（
寛
永
14（
１
６
３
７
）年
～
正
徳
２

（
１
７
１
２
）年
）
の
書
で
す
。

　

小
原
大
丈
軒
（
名
は
正
義
、字
は
伯
実
、通
称
は
善
介
）
は
、

美
濃
国
（
現　

岐
阜
県
）
の
藩
士
の
出
身
で
、
そ
の
好
学
ぶ

り
は
漢
学
・
医
術
・
兵
法
・
神
道
な
ど
の
多
岐
に
及
び
ま
す
が
、

寛
文
３（
１
６
６
３
）年
、
京
都
の
米
川
操
軒
に
師
事
し
朱
子

学
を
納
め
ま
す
。
延
宝
元（
１
６
７
３
）年
岡
山
藩
校
の
講
官

と
し
て
池
田
光
政
に
招
か
れ
そ
の
侍
講
も
つ
と
め
ま
す
。
綱

政
の
頃
に
は
学
監
の
任
に
あ
っ
て
、
閑
谷
学
校
へ
も
度
々
足

を
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
は
、
日
生
町
在
住
の
中
野
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
中
野
氏
は
代
々
廻
船
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
先
祖

が
景
気
の
良
い
と
き
に
手
に
入
れ
た
も
の
ら
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
中
野
氏
は
、
閑
谷
学
校
で
学
ん
だ
経
歴
が
あ
り
、

閑
谷
学
校
の
教
授
役
で
あ
る
小
原
大
丈
軒
が
書
い
た
屏
風
を

所
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

最
初
の
一
双
の
屏
風
の
文
字
、

「
志
士
不
忘
在
溝
壑

　

勇
士
不
忘
喪
其
元
」
は
、

「
志
士
は
溝
壑
（
こ
う
が
く
）
に
在
る
を
忘
れ
ず

　

勇
士
は
其
の
元
を
喪
（
う
し
な
）
う
を
忘
れ
ず
」

　

と
読
み
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
孟
子
」
の
こ
と
ば
で
、

　

 

志
士
た
る
者
は
、
常
に
志
の
途
上
で
殺
さ
れ
道
端
の
溝
に

棄
て
ら
れ
る
こ
と
を
も
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

 

勇
士
た
る
者
は
、
義
の
た
め
な
ら
自
ら
の
首
が
敵
に
切
り

落
と
さ
せ
る
こ
と
を
も
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

次
の
二
双
の
屏
風
の
文
字
、

「
振
衣
千
仭
岡

　

濯
足
萬
里
流

　

海
濶
従
魚
躍

　

天
空
任
鳥
飛

　

月
到
梧
桐
上

　

風
来
楊
柳
辺

　

珠
茂
澤
自
媚

　

玉
蘊
山
愈
輝
」　

は
、

「
衣
を
振
る
千
仭
の
岡

　

足
を
濯
う
萬
里
の
流
れ

　

海
は
濶
（
ひ
ろ
）
く
し
て
魚
の
躍
る
に
従
ひ

　

天
は
空
し
く
し
て
雲
の
飛
ぶ
に
任
す

　

月
は
梧
桐
の
上
に
到
り

　

風
の
楊
柳
の
辺
り
に
来
た
る

　

珠
茂
く
し
て
澤
自
ら
媚
な
り

　

玉
蘊
（
つ
も
）
り
て
山
愈
々
輝
け
り
」
と
読
み
ま
す
。

最
初
の
２
行
は
「
左
思
」
の
詩
で
、

　

 

高
い
山
で
俗
塵
を
払
い
落
と
し
、
俗
世
間
で
着
い
た
足
の

穢
れ
を
長
い
川
の
流
れ
で
洗
う
。

次
の
２
行
は
「
古
今
詩
話
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
句
で
、

　

 

海
は
広
々
と
し
て
自
由
に
魚
を
お
ど
ら
せ
、
大
空
は
雲
一

つ
な
く
鳥
が
飛
ぶ
の
に
ま
か
せ
て
い
る
。

次
の
２
行
は
、

　

 

月
は
自
然
と
青
桐
の
上
に
出
て
絵
に
な
り
、
風
は
柳
の
辺

り
に
吹
い
て
枝
葉
を
優
雅
に
揺
ら
し
て
風
情
を
醸
す
。

最
後
の
２
行
は
、

　

 

珠
は
沢
に
埋
も
れ
て
い
て
も
、
自
然
と
美
し
さ
が
現
わ
れ

る
。
玉
は
山
の
土
に
覆
わ
れ
て
い
て
も
光
が
漏
れ
出
る
。

と
い
う
意
味
の
よ
う
で
す
。


